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■ 要  旨 ■ 

五洋式柱 RC梁 S構法（P-RCS構法）は、柱に剛性の高い RC造を用い、梁に軽量で大スパンにも対応できる S

造を用いた構法であり、RC造や S造のそれぞれの特長を活かした設計が可能となる。 

P-RCS構法の柱梁接合部は、異種構造であるRC柱とS梁とを接合する構造上重要な部分であり、施工時には柱

梁接合部の鉄骨の設置方法や、コンクリートの充填性をどの様に確保するかが課題となる。特に物流倉庫のように

階高が高い建物では、柱梁接合部の直下で柱を打ち継ぐことが多く、その場合には鉄骨梁の下フランジ面から打

継ぎ面まで、コンクリートが充填できるだけの隙間を確保する必要があり、その隙間を確保するためのスペーサーに

ついても検討する必要がある。そこで、本報では実大の柱梁接合部の試験体を製作し、これらの課題について検

証する。 
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